
水資源機構の被災地支援活動
～ドローンを用いた朝倉市黒川地区の被災状況調査～

７月５日（水）からの九州北部における梅雨前線に由来する洪水被害に

ついて、自治体からの支援要請があったことから、水資源機構では、福岡

県朝倉市、東峰村にリエゾン（災害対策現地情報連絡員）を派遣し、被災

地の支援を行っています。

支援の一環として、朝倉市からの要請により、水資源機構はドローンに

よる被災状況の空撮調査を行いました。

このうち、７月８日（土）に朝倉市黒川地区で行った、ドローンによる

調査状況について報告します。（別紙をご覧ください。）
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